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●1945…第二次世界大戦終結　→冷戦の開始

▼アメリカとソ連を軸に、東西を二分した陣営の対立
	 ヤルタ会談（1945）で分割協定
	 	 第一世界……西側資本主義体制諸国（アメリカ・西欧）
	 	 第二世界……東側社会主義体制諸国（ソ連・東欧）
	 	 第三世界……二次大戦後に独立を達成した諸国（アジア・アフリカ・ラテンアメリカ）
	 キューバ危機（1962）、ベトナム戦争（1965〜）などで対立が際立つ
	 	 東西が直接対立するだけでなく、代理戦争が起きるケースも

▼北大西洋条約機構vsワルシャワ条約機構
NATO……アメリカ合衆国・イギリス・フランス・イタリア・ベルギー・オランダ・ルクセンブ
ルク・ポルトガル・デンマーク・ノルウェー・アイスランド・カナダ・ギリシア・トルコ・西ド
イツ・スペイン（ポーランド・チェコ・ハンガリー・ルーマニア・ブルガリア・スロヴァキア・
スロヴェニア・エストニア・ラトヴィア・リトアニア）

ワルシャワ条約機構……ソ連、ポーランド、東ドイツ、チェコスロヴァキア、ハンガリー、ルー
マニア、ブルガリア、アルバニア

●エジプトにおける過激主義の系譜

▼四次にわたる中東戦争
	 第一次（1948）…全面的なイスラエルの勝利　→　エジプト革命へ　→イラク革命へ
	 第二次（1956）…ナセル大統領、スエズ運河国有化　英仏がイスラエルとエジプトを攻撃
	 第三次（1967）…シナイ半島・ヨルダン川西岸・ガザ地区などを占領するイスラエルの一

方的勝利　→ナセル死去
	 第四次（1973）…サダト大統領による奇襲攻撃。アラブ諸国が検束して石油戦略を展開。

アラブ側、初の勝利

▼突如としてイスラエルを承認したエジプト
	 1977年、サダト大統領、イスラエル訪問
	 	 →79年、エジプト＝イスラエル平和条約締結　→ノーベル平和賞受賞
	 	 国内では、反体制派を厳しく弾圧
	 サダト大統領暗殺（1981）……ムスリム同胞団系急進派「ジハード団」所属の親衛隊兵士

により暗殺。後継がムバラク

▼過激主義における3人の重要人物
	 サイイド・クトゥブ（1906〜66）……エジプト教育省の優秀な役人。1948年、教育システ

ムの調査でアメリカへ　→西欧文明を否定して、イスラーム主義へ（ムスリム同胞団）。ナセ
ル暗殺未遂で拘束され、激しい拷問を受ける。獄中で、イスラーム原理主義の原点とされる『道
標』を執筆　→66年に処刑

	 アブドゥッラー・アッザーム（1941〜89）…パレスチナ人の神学者。アル・カーイダの母体
となるマクタブ・アル＝ヒダマト（MAK）を設立。ビン・ラーディン、ザワヒリの師

	 アイマン・ザワヒリ（1951〜）……エジプト人医師。名門出身ながらジハード団の活動家となり、
サダト暗殺の疑いで3年間拘束（拷問）。86年に出所後、パキスタンに渡りMAKに合流。ビン・
ラーディンと会い、アルカイダの副官に。ビン・ラーディン亡き後はアルカイダの最高指導者
となり、アフガニスタン（パキスタン）から声明を発している

●イラン革命（1979）

▼急速な近代化への反発
	 米資本と組んで石油利権を独占していたパーレヴィ王家

1953年、石油の国有化をはかるモサデク政権転覆を米英が支援して、亡命中の王が
帰国したという経緯がある

	 民衆の暴動が起き、国王はアメリカに亡命
	 	 弾圧によって亡命していたホメイニ師がパリから帰国し、政権を掌握
	 	 イスラーム主義にもとづく政策を実施
	 イスラーム革命の「輸出」を各国（アラブ諸国も西欧も）が警戒
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●ソ連のアフガン侵攻（1979）

▼突然の軍事介入に全土で反乱
	 1979年12月、ソ連軍がアフガニスタンに軍事介入
	 	 78年に誕生した共産主義政権が支援を要請したから、という名目
	 	 アミン政権が徹底的に腐敗し、アメリカ寄りの姿勢を見せたので介入を決意

イラン革命がアフガンに輸出され、さらにそれが自国内の自治共和国へと波及するのを
怖れた

	 アフガン全土で、ムジャヒディン（ジハードを遂行する者）の反乱が起こる
	 	 パシュトゥーン人系（ギラニ、ヘクマティヤール、ハリスなど）
	 	 タジク人系（ラバニ、マスードなど）
	 	 ウズベク人系（ドスタム）
	 	 ハザラ人系／ヌーリスタン人系など

▼外国からも志願兵が流入
	 イスラーム諸国から、ジハード志願兵たちが続 と々合流してゲリラ戦を繰り広げる
	 	 →アラブ・アフガン（アラブ・アフガニー）

オサマ・ビンラーディン（1957〜2011）……サウジアラビアのビン・ラーディン
財閥の17番目の息子として生まれる。クトゥブとアッザームに影響を受ける。アッ
ザームの誘いで79年にパキスタンへ渡り、対ソ戦に加わる。アッザームとMAKを
創設し、人脈を活かして各国から資金を集めてムジャヒディンの支援に取り組む

	 	 サウジアラビア、アメリカ、パキスタンなどが巨額の資金を投入
	 	 	 アメリカ製の近代兵器（スティンガーミサイル）が戦局を転換
	 	 	 標高が高いため、ヘリが自由に飛べない
	 	 モスクワ・オリンピックを西側諸国が集団ボイコット

▼ソ連軍が撤退（1989年）
	 	 当初は半年から1年ほどで撤退する目論見だった
	 	 	 戦局がこじれ、9年間駐留することに
	 	 兵士の間に厭戦気分がつのり、士気が低下
	 	 	 麻薬の蔓延／隣接共和国からのムスリム兵士

	 88年にゴルバチョフが決定し、89年に全面撤退
	 	 ソ連兵の死者1万5000人、アフガン側は60万人（150万人とも）が死亡
	 	 600万人の難民が発生し、パキスタンなどへ逃れた
	 	 農地、家畜の50%以上が失われ、全土に双方が埋設した地雷が残る
	 	 舗装道路も70%が破壊されるなど、インフラが壊滅
	 ソ連経済が疲弊し、ソ連崩壊の引き金となる

●ソ連軍撤退後の内戦とタリバンの伸張

▼政府軍とムジャヒディンとのあいだで内戦状態に
	 1993年、ラバニが大統領に就任
	 	 各地のムジャヒディンの武装組織が、そのまま「軍閥」になり、互いに対立
	 1994年、全土に内戦が広がるなか、タリバンが伸張
	 	 タリバンとはタリーブ（神学校で学ぶ神学生）の複数形
	 	 パキスタンの軍統合情報局（ISI）が難民キャンプ出身者を育成
	 	 	 男だけの環境で、家庭（母・姉妹）を知らずに育つ
	 	 	 最高指導者は、謎の隻眼の宗教者ムハンマド・オマル師
	 	 	 	 2013年4月に死亡したのに伏せられていたことが今年7月に判明
	 1996年、タリバンがカーブルを陥落させ、全土を実効支配
	 	 スーダンを逃れたビン・ラーディンらを客人扱いに
	 	 旧ムジャヒディン勢力は北部同盟を結成

▼タリバンが全土をほぼ掌握
	 1998年、タリバンが全土をほぼ掌握

北部のマザリシャリフでタリバンが5000人のハザラ人、ウズベク人市民を虐殺
女子校の閉鎖、娯楽の禁止、残虐な公開処刑など、極端な原理主義的政策を次 と々
実施

	 1992年、ナジブラー政権崩壊
	 1999年、ビン・ラーディンの引き渡しを拒み、国連が経済制裁を実施
	 2001年、偶像崇拝禁止に反するとして、タリバンがバーミヤンの大仏を爆破
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●イラン・イラク戦争（1980〜88）

▼イランを警戒して、サッダーム・フセイン政権を米国が支援
	 国境を流れるシャトル・アラブ川をめぐる領土争い
	 	 革命直後の不安定な時期にあるイランを狙う
	 	 当初はイラクが優勢だったが、しだいにイランが優勢になって膠着状態に
	 イスラーム革命の輸出を警戒
	 	 アメリカが莫大な軍事援助を実施
	 1968年のクーデターでバアス党が政権を握り、79年からフセインが大統領に
	 	 バアス党：アラブ社会主義復興党……私有財産は認める（イラク／シリア）
	 	 フセイン政権は、国内のシーア派や北部のクルド人勢力を化学兵器を使うなどして弾圧

●湾岸戦争（1990〜91）

▼1990年8月、イラクがクウェートに侵攻して占領
	 国連による撤兵決議に応じなかったため、米国を中心とする多国籍軍が1991年1月攻撃を

開始（砂漠の嵐作戦）
	 	 ステルス戦闘機など最新の兵器を投入し、劣化ウラン弾も使われた
	 	 2月末までにクウェート全土を解放
	 クウェートに隣接するサウジアラビアを防衛支援する名目で、米軍がサウジに駐留
	 	 湾岸戦争終了後も駐留を続ける　→聖地に異教徒が滞在することに反発

●アル・カーイダの伸張

▼88年、ビン・ラーディンがアフガニスタンでアル・カーイダを設立
	 カーイダは「基地」の意。当初はソ連と戦うジハード戦士の家族たちの保護施設だった

▼帰国後、反米・反サウジ王家闘争を開始
	 ソ連撤退後、90年、サウジに英雄として帰国

	 湾岸戦争を機に、米軍がサウジアラビアに駐留することになったのに反対して、反米／反サウ
ジ王家闘争を開始

	 92年にサウジを出国してスーダンに渡る

▼アメリカを狙った国際テロ事件
	 1993年、世界貿易センター爆破事件（6名死亡）
	 1998年、ケニア（291名死亡）とタンザニア（10名死亡）でアメリカ大使館爆破事件

米クリントン政権は、報復としてスーダンの薬品製造工場とアフガニスタンの訓練キャン
プをトマホークミサイルで爆撃

	 2000年、イエメンのアデン港で、米軍のミサイル駆逐艦「コール」が小型ボートの自爆攻撃
を受け、17名が死亡

▼残党はユーゴスラビア内戦へ
	 ソ連撤退後、アフガンに集まったジハード戦士たちは旧ユーゴスラビア内戦に転じる
	 	 1990年、ムスリムのアルバニア人がコソボ共和国として独立宣言
	 	 	 →スラブ系のセルビア人との対立
	 	 1992年、ムスリムのボシュニャク人が、ボスニア＝ヘルツェゴヴィナとして独立宣言
	 	 	 →内戦が本格化

●9.11同時多発テロとアフガン戦争

▼アメリカ本土を狙った同時多発テロ
	 2001年9月11日、ニューヨークの貿易センタービル（2機）とワシントンの国防総省に、ハ

イジャックされた旅客機が激突
死者は、4機の飛行機の搭乗者246名、国防総省で125名、貿易センタービルで
2602名
実行犯19名のうち15名はサウジアラビア国籍
リーダーであるモハメッド・アタはドイツの大学を出たエジプト人エンジニア

	 計画を練ったのは、パキスタン出身のハリッド・シェイク・ムハンマド
	 	 ビン・ラーディンの片腕として、これまでも多くのテロを企画
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▼有志連合軍が空爆を開始
	 ブッシュ大統領は、対テロ戦争を十字軍になぞらえて報復を宣言　→第十次十字軍
	 	 アメリカ各地で、反イスラーム感情が蔓延し、ムスリムへのヘイトクライムが頻出
	 首謀者はビン・ラーディンとアル・カーイダだ、として引き渡しを要求
	 	 タリバン政権は拒否（パシュトゥヌワレイの客人保護）
	 アメリカ議会、EU外相会議も全会一致で攻撃を支持
	 	 米英を中心とした有志連合軍が10月7日より空爆を開始（不朽の自由作戦）

▼タリバン政権の消滅とその後の経緯
	 11月13日には北部同盟軍がカーブルを制圧、タリバン政権は消滅（逃走）

ビン・ラーディンやザワヒリらアル・カーイダの要人は、トラボラの洞窟経由でパキスタ
ンの部族地域に脱出

	 11月、ボン合意が成立し、12月にはカルザイを議長とする暫定政府が成立
	 	 2002年6月にアフガニスタン・イスラーム移行政府が成立

2004年10月の大統領選挙で、カルザイが当選。アフガニスタン・イスラム共和国が正
式に成立

	 2005年後半から、タリバンが復活して、治安が急速に悪化
	 2014年末、NATO主体のISAF（国際治安支援部隊）が任務を終える

オバマ政権は、2016年末までに駐留米軍を撤退するとしていたが、2015年10月に延
長を発表
タリバン側は、外国軍の完全撤退が実現しないうちは、アフガン政府との交渉を拒否

▼アル・カーイダの変容
	 対テロ戦争で国際的な情報管理が行き届くようになり、資金の動きはもちろん、すべての通

信などが厳しく見張られる時代に
アル・カーイダのネットワーク（とくにインターネット経由の情報伝達）が機能しなくなり、
国際的な組織でテロ（ジハード）を実施することが困難に
原始的なコミュニケーション手段しか安全でなくなり、アル・カーイダ司令部もときおり
声明を出すのみに

	 2011年5月、パキスタンのアボタバードの住居を米海軍特殊部隊が急襲
	 	 潜伏していたオサマ・ビン・ラーディンを殺害
	 	 	 最高指導者はザワヒリに受け継がれる

▼9.11後の新しいグローバル・ジハード
	 スーリーによる個別ジハードの提唱
	 	 ビン・ラーディンの片腕だったアブー・ムスアブ・アッ・スーリー
	 	 	 論文『グローバル・イスラーム抵抗への呼びかけ』2004年

分散化し、組織を最小化し、組織間のつながりを極力減らしていくことで、摘発を逃れ
ることができる
それぞれ個別の場所で、小規模の、しかし象徴的に人目を惹くテロを実行していく
	 ローンウルフ（一匹狼）型テロ、ホームグロウン型テロ
アル・カーイダのフランチャイズ化（自立分散化）
やがて紛争地域に「開かれた戦線」という聖域を見出して大規模な武装化・領域支配
の権力を掌握する

	 スーリーの計画を先取りするように、イラク戦争でできた「開かれた戦線」に「イラクのアル・
カーイダ」が登場し、やがて「イスラーム国（IS）」となっていく

●イラク戦争

▼大量破壊兵器疑惑
	 2002年初頭に、米ブッシュ政権がイラン、イラク、北朝鮮を「悪の枢軸」と非難
	 イラクは、湾岸戦争後の経済制裁を受けながら、国連の核査察を拒否
	 	 国内の反対勢力を激しく弾圧
	 	 アル・カーイダの背後にイラクがいるのではないかと疑う
	 核査察拒否は国連決議違反に当たる

→イラクは仕方なく査察を受け入れたが、2003年1月の中間報告では「大量破壊兵器」
の確証は得られず

	 2003年3月、各国の反対（国連安保理の明確な決議のないまま）にもかかわらず、空爆を
開始

	 	 クウェートから米英が侵攻（イラクの自由作戦）
	 4月にバグダッド陥落、フセインは逃亡。5月1日に勝利宣言
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▼復興と対立
	 連合国暫定当局（CPA）の統治下に入って復興へ
	 	 04年6月にイラク暫定政権に主権が移譲

2005年1月国民議会選挙で、シーア派勢力が議席の過半数を占める。クルド人のタラ
バニが大統領に（移行政府）。10月に国民投票で憲法承認

	 	 2005年末に議会選挙、06年4月にシーア派のマリキを首相とする政権が議会に承認
	 テロや武力抗争が続く
	 	 イラク政府、イラク軍、秘密警察などは地下に潜行
	 	 	 フセイン政権に関係した者（バアス党関係者、軍関係者など）は排除
	 	 	 社会が機能しなくなる

宗派対立（スンナ派vsシーア派）、民族対立（クルド人問題）、イスラーム過激派によ
るテロが相次ぐ

多数派のシーア派が優遇され、少数派のスンナ派はフセイン時代に恩恵を蒙ったと
して冷遇
シーア派内部でも、政府側と強硬派のムクタダー・サドル一派（マフディー軍）が
対立・抗争
クルド支配地域内で、アラブ系やトルクメン人、アッシリア人らの少数派への民族
浄化が起こる
ヨルダン出身のザルカウィが率いる「イラクのアル・カーイダ」が、スンナ派地域
で反米武装闘争を繰り広げる　→のちのイスラーム国
	 ザルカウィは2006年、米軍の空爆で死亡

	 	 暫定当局や外国人へのテロも相次ぐ
	 民間軍事会社に戦争を委託
	 	 米政権に深く関係しているハリバートン社やブラックウォーター社
	 	 	 軍・産複合体と政・官が癒着
	 	 	 後方支援だけでなく、要人警護や最前線の戦闘までを担当
	 	 民間派遣要員は罪に問われなかったため、市民の無差別殺戮なども頻発
	 	 	 アメリカへの憎悪をかき立てた
	 結局「大量破壊兵器」は発見されず
	 	 湾岸戦争後の国連査察ですべて破棄されたことが明らかに
	 	 のちに米政府も、CIAの情報が誤りであったことを認める

	 	 フセイン政権とアル・カーイダの関係を示す証拠も発見できず
	 	 英国ブレア元首相も2015年10月、間違った情報で判断したと、謝罪
	 	 	 イラク戦争がIS伸張につながった
	 日本も2003年から2008年まで、自衛隊（のべ約1万9700名）を派遣
	 	 総経費887億円
	 フセイン大統領は2003年12月にイラク中部の隠れ家の穴に隠れているところを逮捕
	 	 大量虐殺の罪で訴追、有罪となり、2006年末に処刑
	 アメリカが国際法を超えて非人道的な捕虜虐待を続ける
	 	 キューバのグアンタナモ基地、イラクのアブグレイブ刑務所、世界各地の秘密収容所

●アラブの春

▼チュニジア
	 2010年12月、チュニジアの26歳の青年がガソリンをかぶって焼身自殺。翌年1月死去
	 2011年1月に首都チュニスで暴動が発生
	 	 23年政権の中心にいたベン・アリ大統領は辞任に追い込まれる　→ジャスミン革命
	 穏健イスラーム政党アンナハダが41%の議席を占めるが、失業率が増加し、民衆が離反
	 	 世俗派政党との共闘を余儀なくされる
	 「多元的な民主主義の構築に寄与した」という理由で「国民対話カルテット」が2015年の

ノーベル平和賞を受賞

▼エジプト
	 2011年1月、20万人の市民がタハリール広場を占拠。軍も同調
	 	 29年間独裁政権を維持してきたムバラク大統領が辞任
	 同胞団（自由公正党）が43%の議席をとり、ムルシーが大統領につく
	 	 イスラーム色の強い政策を打ち出し、民衆が離反　→再びデモが相次ぐ
	 クーデターでムルシら同胞団系を拘束。軍のトップシーシが大統領に

▼リビア
	 2011年2月よりデモが頻発
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	 	 41年間リビアに君臨してきたカダフィ大佐の中央政府と国民評議会が内戦に
	 	 NATO軍を中心とした欧米諸国とアラブ諸国が介入
	 	 8月になって首都トリポリが陥落し、カダフィは逃亡、2ヵ月後に射殺
	 世俗派勢力とイスラーム勢力が東西に別の政府を立ち上げ、分裂
	 	 →統一政府づくりで合意（2015.12.7記事）
	 傭兵などによってカダフィ政権の近代兵器がアフリカ各地に拡散
	 	 テロの温床となり、IS指導部の移住もささやかれている

▼イエメン
	 2011年2月よりデモが頻発し、33年間政権にあったサレハ大統領が権限移譲に同意
	 	 女性活動家のカルマンは2011年のノーベル平和賞に

▼シリア
	 2011年3月から大規模な民主化要求運動が発生
	 	 父の代から40年続くアサド政権が強権的に弾圧
	 	 国民の8割はスンナ派だが、大統領一族はシーア派のなかのアラウィ派
	 2013年夏、アサド政権が化学兵器を自国民に使っているという理由で、国連軍の介入が検

討される
	 	 ロシアと中国が拒否権を行使して、実現せず

地上軍派遣に躊躇していたオバマ大統領は、シリア政府（アサド政権）と共同で化学
兵器破棄にあたるとするロシア案に飛びつく
化学兵器禁止条約に基づき設立された国際機関「化学兵器禁止機関」がノーベル平
和賞に

	 IS掃討を目的に、2014年8月のイラクに続いて、9月よりシリアでも米軍の空爆が開始
	 	 バーレーン、サウジアラビア、アラブ首長国連邦、ヨルダンのアラブ諸国が同調

▼これまでにない特徴
	 衛星放送（アル・ジャジーラ）や携帯電話、ブログ、Facebook、TwitterなどのSNSが革

命の情報伝達に大きな役割を果たした
	 アラブ圏だけでなく、さまざまな国々に波及。バーレーン、ヨルダン、モロッコでは憲法改正

が実現

医
者 

井
戸
を
掘
る

―
―
ア
フ
ガ
ン
旱
魃
と
の
闘
い中

村
哲
著
／
石
風
社

　
パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
十
八
年

間
ハ
ン
セ
ン
病
根
絶
と
無
医
地
区
診
療
に
心
血

を
注
い
で
き
た
医
師
、
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の

十
月
の
国
会
に
参
考
人
と
し
て
呼
ば
れ
て
「
自

衛
隊
派
遣
は
有
害
無
益
」
と
主
張
し
た
あ
の
小

柄
な
髭
の
人
、
と
紹
介
し
た
ほ
う
が
い
い
か
も

し
れ
な
い
。
本
書
は
中
村
哲
医
師
に
よ
る
、
ア

フ
ガ
ン
大
旱
魃
と
の
闘
い
の
記
録
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
山
間

に
あ
る
診
療
所
を
訪
ね
た
中
村
は
、
赤
痢
の
大

流
行
の
原
因
が
、
川
や
井
戸
水
の
枯
渇
で
あ
る

こ
と
を
知
る
。
中
央
ア
ジ
ア
全
域
で
空
前
の
大

旱
魃
が
発
生
し
、
ア
フ
ガ
ン
だ
け
で
千
二
百
万

人
が
被
災
、
百
万
人
が
飢
餓
に
直
面
し
て
い
た
。

　
戦
乱
で
荒
廃
し
た
国
土
が
こ
れ
以
上
砂
漠
化

す
れ
ば
、
多
く
の
難
民
が
他
国
へ
と
流
出
し
、

国
が
滅
び
る
。
事
態
の
深
刻
さ
に
戦
慄
を
覚
え

た
中
村
は
、
ま
っ
た
く
未
知
の
井
戸
掘
り
へ
と
、

徒
手
空
拳
で
乗
り
出
し
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
一

年
。
北
部
同
盟
兵
士
の
来
襲
、
急
速
に
低
下
す

る
水
位
、
巨
礫
に
は
ば
ま
れ
る
掘
削
、
売
名
行

為
に
ふ
け
る
欧
米
援
助
団
体
と
の
確
執
な
ど
、

多
く
の
困
難
を
く
ぐ
り
抜
け
、
五
百
本
以
上
の

井
戸
を
堀
り
当
て
て
、
結
果
的
に
二
十
万
人
以

上
の
難
民
化
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
サ
ム
ラ
イ
精
神
に
あ
ふ
れ
た
中
村
と
さ
わ
や

か
な
助
っ
人
た
ち
が
土
地
の
人
た
ち
と
心
の
交

流
を
繰
り
広
げ
る
、
感
動
の
ド
ラ
マ
。
本
書
を

そ
ん
な
ふ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

機
械
力
が
通
用
せ
ず
、
昔
か
ら
地
元
で
使
わ
れ

て
い
る
道
具
や
技
術
の
改
良
で
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
い
く
あ
た
り
も
、
痛
快
だ
。
し
か
し
読

了
後
、
強
烈
に
印
象
に
残
る
の
は
、
テ
ロ
リ
ス

ト
隠
蔽
と
女
性
の
人
権
侵
害
で
国
連
制
裁
を
決

議
し
て
タ
リ
バ
ン
政
権
を
追
い
込
み
、
餓
死
寸

前
の
庶
民
を
見
殺
し
に
で
き
る
「
西
欧
の
論

理
」へ
の
、中
村
の
激
し
い
憤
り
と
失
望
で
あ
る
。

　
タ
リ
バ
ン
は
な
に
を
し
て
き
た
の
か
。
な
ぜ

大
仏
は
破
壊
さ
れ
た
の
か
。
ブ
ル
カ
を
脱
い
で

テ
レ
ビ
に
映
る
女
性
は
だ
れ
な
の
か
。
そ
し
て

日
本
に
な
に
が
で
き
る
の
か
。
硬
質
の
見
事
な

文
体
が
、
真
実
を
告
げ
る
。（
評・丸
山　
純
）

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
２
年
２
月
号
）

正
体

―
―
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
半
生
と
聖
戦

保
坂
修
司
著
／
朝
日
新
聞
社

　
九
月
十
一
日
、
私
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
い
た
。

凄
惨
な
光
景
を
テ
レ
ビ
で
見
た
直
後
は
胸
が
つ

ぶ
れ
る
思
い
で
み
ん
な
過
ご
し
て
い
た
の
に
、

し
だ
い
に
反
米
感
情
が
盛
り
あ
が
っ
た
。
声
高

に
「
十
字
軍
」
を
叫
ぶ
ブ
ッ
シ
ュ
。
静
か
に
語

り
か
け
る
オ
サ
マ
（
と
彼
ら
は
呼
ぶ
）。
勝
負

は
明
ら
か
だ
っ
た
。
言
葉
は
わ
か
ら
な
い
の
に
、

ひ
た
ひ
た
と
胸
に
迫
る
「
な
に
か
」
を
感
じ
た
。

　
本
書
は
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
心
を
つ

か
ん
だ
現
代
の
カ
リ
ス
マ
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
を
描
い
た
評
伝
で
あ
る
。
書
店
に
は
ま

だ
ま
だ
各
種
の
イ
ス
ラ
ー
ム
本
が
平
積
み
に
な

っ
て
い
る
が
、
著
名
な
研
究
者
の
著
作
で
も
軸

足
は
こ
ち
ら
、
つ
ま
り
欧
米
側
に
置
か
れ
て
い

る
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
だ
が
、
オ
サ
マ
を
狂
信

的
な
テ
ロ
リ
ス
ト
と
位
置
づ
け
る
西
側
の
視
点

だ
け
で
は
、
問
題
の
本
質
は
見
え
て
こ
な
い
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
オ
サ
マ
自
身
の
声
明
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
思
想
が
育

ま
れ
た
背
景
や
変
遷
を
オ
サ
マ
の
側
か
ら
読
み
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解
い
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
出
自
を
め
ぐ
る

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
。
若
き
日
の
対
ソ
聖
戦
中
に

芽
生
え
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
嫌
悪
。
英
雄
と
し
て

帰
国
し
た
母
国
で
の
処
遇
。
そ
し
て
神
の
国
の

実
現
に
燃
え
る
タ
リ
バ
ン
と
の
出
会
い
。
人
間

と
し
て
の
オ
サ
マ
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

　
著
者
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
サ
ウ
ジ
の
日
本
大
使

館
に
専
門
調
査
員
と
し
て
勤
務
し
た
経
験
を
も

ち
、
同
い
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
オ
サ
マ
に
興
味

が
湧
い
て
「
オ
サ
マ
・
マ
ニ
ア
」
と
な
っ
た
そ

う
だ
。
コ
ー
ラ
ン
の
引
用
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ

ー
ム
の
文
化
資
産
を
縦
横
に
散
り
ば
め
て
語
ら

れ
る
、
オ
サ
マ
の
言
葉
。
異
教
徒
に
は
理
解
し

が
た
い
そ
の
文
脈
を
こ
こ
ま
で
丹
念
に
分
析
で

き
る
広
範
な
知
識
に
も
、
驚
か
さ
れ
た
。

　
一
次
資
料
に
こ
だ
わ
り
、
伝
聞
や
憶
測
は
省

か
れ
て
い
る
た
め
、
陰
謀
の
解
明
を
期
待
す
る

と
肩
す
か
し
を
く
う
。
し
か
し
、
オ
サ
マ
が
背

負
う
周
縁
性
の
指
摘
か
ら
彼
が
最
後
に
め
ざ
し

た
正
統
カ
リ
フ
制
の
復
活
を
提
示
す
る
ま
で
の

終
盤
の
展
開
は
、
ま
さ
に
圧
巻
。
歯
切
れ
よ
い

文
体
も
大
き
な
魅
力
だ
。（
評
・
丸
山　
純
）

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
２
年
４
月
号
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
仏
像
は
破
壊
さ

れ
た
の
で
は
な
い
　
恥
辱
の
あ
ま
り

崩
れ
落
ち
た
の
だモ

フ
セ
ン
・
マ
フ
マ
ル
バ
フ
著

武
井
み
ゆ
き
・
渡
部
良
子
訳
／
現
代
企
画
室

　
話
題
の
映
画
『
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
』
を
観
た
。

空
か
ら
降
る
義
足
、
カ
ー
テ
ン
越
し
の
診
療
、

色
と
り
ど
り
の
ブ
ル
カ
の
群
れ
…
…
い
ま
で
も

鮮
や
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
が
よ
み
が
え
る
。

強
烈
な
映
像
体
験
だ
っ
た
。
し
か
し
初
め
て
マ

フ
マ
ル
バ
フ
作
品
に
接
し
た
せ
い
か
、
現
地
を

旅
し
た
過
去
が
邪
魔
す
る
の
か
、
現
実
と
虚
構

と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
そ
の
独
特
の
世
界
を

無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

映
画
制
作
に
際
し
て
、
マ
フ
マ
ル
バ
フ
は

一
万
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
文
献
に
目
を
通
し
た
と

い
う
。
本
書
は
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

人
権
抑
圧
と
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
ガ
ン
社
会
の

実
態
を
広
く
世
界
に
訴
え
よ
う
と
、
映
画
公
開

に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
簡
潔
で
力
強
い
文

体
。
統
計
数
字
の
巧
み
な
見
せ
方
。
秀
逸
な
た

と
え
話
。
自
身
が
現
場
で
見
聞
き
し
た
体
験
の

語
り
口
も
き
わ
め
て
映
像
的
で
、
ぐ
い
ぐ
い
と

引
き
込
ま
れ
て
い
く
快
感
は
た
ま
ら
な
い
。

　
た
だ
し
、
映
画
以
上
に
疑
問
を
感
じ
た
部
分

も
あ
る
。
ブ
ル
カ
を
女
性
抑
圧
の
象
徴
と
し
て

一
方
的
に
退
け
た
り
、
伝
統
的
な
部
族
社
会
を

近
代
化
へ
の
「
抗
体
」
だ
と
断
罪
す
る
の
は
、

欧
米
の
視
点
そ
の
ま
ま
。
タ
リ
バ
ー
ン
を
パ
キ

ス
タ
ン
の
傀
儡
政
権
と
決
め
つ
け
、
ア
フ
ガ
ン

が
か
つ
て
イ
ラ
ン
か
ら
分
離
し
な
け
れ
ば
共
に

石
油
に
よ
る
繁
栄
を
享
受
で
き
た
と
語
る
あ
た

り
に
も
、
イ
ラ
ン
人
な
ら
で
は
の
感
情
が
覗
く
。

　
二
月
号
の
本
欄
で
紹
介
し
た
中
村
哲
医
師
は

キ
リ
ス
ト
者
だ
が
、
大
仏
の
破
壊
を
「
人
の
愚

か
さ
を
一
身
に
背
負
っ
て
逝
こ
う
と
す
る
荘
厳

な
意
志
の
体
現
」
と
見
な
し
た
。
ム
ス
リ
ム
の

マ
フ
マ
ル
バ
フ
は
「
自
ら
の
偉
大
さ
な
ど
何
の

足
し
に
も
な
ら
な
い
と
知
っ
て
砕
け
た
」
と
書

く
。
中
村
に
感
動
し
た
あ
と
だ
け
に
当
初
は
違

和
感
を
お
ぼ
え
た
が
、
や
が
て
、
大
仏
と
は
単

純
に
国
際
社
会
を
指
し
、
ア
フ
ガ
ン
を
見
殺
し

に
し
た
罪
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
の
だ
と
解
釈
で

き
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
九
月
十
一
日
以
後
の

世
界
の
姿
が
、
見
事
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　
奔
放
な
演
出
が
、
現
実
を
超
え
て
本
質
を
暴

き
出
す
の
を
実
感
し
た
。（
評
・
丸
山　
純
）

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
２
年
５
月
号
）

イ
ラ
ク
と
ア
メ
リ
カ酒

井
啓
子
著
／
岩
波
新
書

　
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
も
オ
マ
ー
ル
も
い
ま
だ
行
方

不
明
の
ま
ま
だ
と
い
う
の
に
、
イ
ラ
ク
侵
攻
に

向
け
て
ア
メ
リ
カ
が
動
き
始
め
て
い
る
。
こ
の

時
期
に
な
ぜ
そ
こ
ま
で
執
拗
に
フ
セ
イ
ン
叩
き

を
あ
せ
る
の
か
、
ど
う
に
も
理
解
し
が
た
い
。

　
お
ま
け
に
イ
ラ
ク
と
い
う
国
の
実
情
は
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
。
フ
セ
イ
ン
は
ど
う

や
っ
て
実
権
を
握
っ
た
の
か
。
ど
ん
な
判
断
か

ら
イ
ラ
ン
に
攻
め
込
み
、
戦
後
の
反
政
府
運
動

を
ど
の
よ
う
に
鎮
圧
し
た
の
か
。
ク
ウ
ェ
ー
ト

侵
攻
と
い
う
虎
の
尾
を
な
ん
で
踏
ん
だ
の
か
。

空
爆
開
始
直
前
に
な
ぜ
外
国
人
人
質
を
突
然
解

放
し
、
み
じ
め
な
敗
戦
を
甘
受
し
た
の
か
。
現

在
も
続
く
国
際
的
な
経
済
制
裁
や
武
器
査
察
が

実
効
を
あ
げ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
…
…
。

　
こ
う
し
た
積
年
の
疑
問
を
解
消
し
て
く
れ
る

本
が
、
つ
い
に
登
場
し
た
。
著
者
は
イ
ラ
ク
政

治
の
研
究
者
で
、
日
本
大
使
館
の
専
門
調
査
員

と
し
て
現
地
で
長
く
暮
ら
し
た
体
験
も
持
つ
。

一
次
大
戦
後
の
国
家
設
立
か
ら
筆
を
起
こ
し
、

フ
セ
イ
ン
の
生
い
立
ち
や
そ
の
卓
越
し
た
統
治

術
に
触
れ
な
が
ら
、
二
つ
の
戦
争
を
経
て
九
・

一
一
後
に
再
び
ア
メ
リ
カ
と
の
緊
張
が
高
ま
る

ま
で
の
経
緯
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
書
名
か
ら
、
イ
ラ
ク
と
ア
メ
リ
カ
と
の
愛
憎

劇
が
本
書
の
テ
ー
マ
だ
ろ
う
と
当
初
は
想
像
し

て
い
た
の
だ
が
、
読
み
進
む
う
ち
に
、
フ
セ
イ

ン
と
い
う
希
代
の
政
治
家
が
、
東
側
と
西
側
、

ア
ラ
ブ
と
ユ
ダ
ヤ
、
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
、

イ
ラ
ン
と
ト
ル
コ
な
ど
、
中
東
地
域
に
深
く
刻

ま
れ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
二
極
対
立
を
巧
妙
に

利
用
し
、
国
際
社
会
と
し
た
た
か
に
渡
り
合
っ

て
き
た
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
、
興
奮

さ
せ
ら
れ
た
。「
ア
メ
リ
カ
か
、フ
セ
イ
ン
か
」

と
世
界
に
迫
る
ブ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
な
く
、
チ
ョ

ム
ス
キ
ー
ら
の
人
道
的
発
言
ま
で
が
こ
の
二
極

対
立
の
構
図
に
巻
き
込
ま
れ
、
駆
け
引
き
の
道

具
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
空
爆
か
、
弾
圧
か
。
イ
ラ
ク
国
民
は
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
も
そ
ん
な
不
毛
な
二
者
択
一
を
前

に
し
て
い
る
。
二
極
対
立
の
思
考
か
ら
脱
し
な

い
限
り
、未
来
は
開
け
な
い
。［
評・丸
山　
純
］

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
２
年
12
月
号
）

イ
ラ
ク
戦
争
と
情
報
操
作

川
上
和
久
著
／
宝
島
社
新
書

　
あ
の
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
丸
三
年
経
っ
た
九

月
十
三
日
、
パ
ウ
エ
ル
米
国
務
長
官
が
つ
い
に

イ
ラ
ク
に
お
け
る
大
量
破
壊
兵
器
の
発
見
を
断

念
す
る
と
表
明
し
た
。
開
戦
前
に
強
調
さ
れ
た

「
差
し
迫
っ
た
脅
威
」
な
ど
ど
こ
に
も
な
か
っ

た
の
を
、
政
権
と
し
て
公
式
に
認
め
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
だ
け
「
嘘
」
が
判
明
し
て
も
な
お
、

ブ
ッ
シ
ュ
が
再
選
に
向
け
て
互
角
以
上
に
選
挙

を
戦
え
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
。
そ
ん
な
疑

問
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
た
矢
先
、
本
書
に

出
会
っ
た
。
著
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

を
専
攻
す
る
政
治
心
理
学
者
。
メ
デ
ィ
ア
の
あ

り
方
や
情
報
操
作
を
扱
っ
た
著
作
を
持
つ
。

　
タ
イ
ト
ル
だ
け
見
れ
ば
、
今
回
の
イ
ラ
ク
戦

争
に
お
け
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
情
報
操
作
を
暴

い
た
本
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
書
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の

「
や
り
口
」
を
、
歴
代
の
米
国
政
府
が
実
践
し

て
き
た
典
型
的
な
メ
デ
ィ
ア
＝
世
論
対
策
の
延

長
に
あ
る
と
位
置
づ
け
た
点
に
あ
る
。

　
独
立
戦
争
時
か
ら
湾
岸
戦
争
ま
で
を
扱
う
本

書
の
前
半
で
描
か
れ
る
の
は
、「
政
治
的
な
武

器
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
使
お
う
と
す
る
米
国
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政
府
と
、
部
数
・
視
聴
率
獲
得
の
た
め
に
権
力

に
迎
合
し
な
が
ら
も
「
真
実
を
伝
え
る
公
器
」

と
し
て
そ
れ
に
対
抗
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
側
と

の
相
克
の
歴
史
だ
。
各
戦
争
を
通
じ
て
政
治
的

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
る
研
究
も

高
度
に
発
達
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
頃
に
は

世
論
を
情
緒
的
に
扇
動
す
る
七
つ
の
法
則
が
見

い
出
さ
れ
て
、
日
本
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
に
対

し
て
も
巧
妙
に
応
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
反
戦
運
動
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ
て

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
反

省
か
ら
記
者
の
従
軍
が
見
直
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
電
撃
的
に
作
戦
を
遂

行
し
た
パ
ナ
マ
侵
攻
や
、
戦
場
の
悲
惨
さ
を
見

せ
な
い
湾
岸
戦
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
わ
ず
か
五
票
差
で
軍
事
参
入
が
決
ま
っ
た
湾

岸
戦
争
で
は
、
病
院
に
お
け
る
イ
ラ
ク
兵
の
残

虐
ぶ
り
を
告
発
し
た
少
女
の
議
会
で
の
証
言
が

決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
じ
つ
は
彼
女

は
難
民
な
ど
で
は
な
く
、
在
ア
メ
リ
カ
の
ク
ウ

ェ
ー
ト
大
使
の
家
族
だ
っ
た
。
大
手
の
Ｐ
Ｒ
会

社
が
仕
組
ん
だ
ヤ
ラ
セ
だ
っ
た
の
だ
。
イ
ラ
ク

に
よ
る
環
境
テ
ロ
と
喧
伝
さ
れ
た
油
ま
み
れ
の

水
鳥
二
万
羽
の
死
も
、
じ
つ
は
米
軍
の
爆
撃
に

よ
る
流
出
事
故
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
こ
う
し
た
常
套
手
段
を
繰
り
返
し
見
せ
つ
け

ら
れ
る
と
、
九・
一
一
か
ら
イ
ラ
ク
戦
争
ま
で

を
扱
う
本
書
の
後
半
に
登
場
す
る
数
々
の
事
例

が
、
政
権
と
メ
デ
ィ
ア
と
大
衆
が
望
ん
で
い
た

「
作
ら
れ
た
ド
ラ
マ
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
米
国
の
遺
伝
子
」
で
あ
る
こ
と
が
す

ん
な
り
わ
か
っ
て
く
る
。
今
度
の
選
挙
で
ケ
リ

ー
が
勝
っ
て
も
情
報
操
作
は
続
く
だ
ろ
う
と
い

う
著
者
の
指
摘
は
、
心
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　
余
談
だ
が
、
評
者
は
広
告
業
界
の
出
身
で
あ

る
。
か
つ
て
叩
き
込
ま
れ
た
米
国
流
コ
ピ
ー
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
が
世
論
の
操
作
に
も
用
い

ら
れ
て
い
る
例
を
本
書
で
幾
つ
も
見
つ
け
て
、

複
雑
な
心
境
に
な
っ
た
。（
評
・
丸
山　
純
）

か
わ
か
み
・
か
ず
ひ
さ　
一
九
五
七
年
東
京
都

生
ま
れ
。
明
治
大
学
大
学
院
法
学
部
長
。
著
書

に
『
メ
デ
ィ
ア
の
進
化
と
権
力
』『
情
報
操
作

の
ト
リ
ッ
ク
』『
北
朝
鮮
報
道
』
な
ど
。

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
４
年
11
月
号
）

誰
が
ダ
ニ
エ
ル
・
パ
ー
ル
を
殺
し
た

か
？
（
上
）（
下
）

ベ
ル
ナ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
レ
ヴ
ィ
著

山
本
知
子
訳
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
九・
一
一
の
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
米
軍
の
ア

フ
ガ
ン
侵
攻
、
タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
と
、
め
ま

ぐ
る
し
く
世
界
が
動
い
た
直
後
の
二
〇
〇
二
年

一
月
、
米
国
の
保
守
系
日
刊
紙
『
ウ
ォ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
記
者
で
あ
る
ダ
ニ

エ
ル
・
パ
ー
ル
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
誘
拐
さ
れ
、

処
刑
さ
れ
た
。
日
本
で
は
さ
ほ
ど
大
き
な
話
題

に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
銃
口
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
脅
迫
ビ
デ
オ
や
凄
惨
な
斬
首
シ
ー
ン
の
映
像

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く
流
出
し
、

世
界
中
に
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

　
こ
の
事
件
は
、
奇
妙
な
謎
に
満
ち
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
な
の
に
、
パ
ー
ル
は
な
ぜ
そ
こ
ま
で

執
拗
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
暗
部
に
深
入
り
し
た
の

か
。
ム
シ
ャ
ラ
フ
大
統
領
が
解
放
近
し
を
に
お

わ
せ
た
の
に
、
な
ぜ
パ
ー
ル
は
処
刑
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
遺
体
が
未
発
見
な
段
階
で
、
パ

ー
ル
を
罠
に
か
け
た
主
犯
が
い
ち
早
く
自
首
し

た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
一
味
が
単
一
の
組
織
で

は
な
く
、
日
頃
は
対
立
関
係
に
あ
る
過
激
派
た

ち
の
大
連
合
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
…
…
。

　
こ
れ
ら
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
各
国
の
メ
デ
ィ
ア

に
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
膨
大
な
情
報

や
分
析
が
出
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
ど
れ
も
断

片
的
で
、
事
件
の
全
容
を
解
明
し
、
背
景
を
語

り
尽
く
す
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
登
場
し

た
の
が
、
本
書
で
あ
る
。
各
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
た
が
、
刊
行
後
二
年
を
経
て
、
よ
う

や
く
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
著
者
は
小
説
や
ル
ポ
、
映
像
制
作
も
手
が
け

る
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。
同
じ
ユ
ダ
ヤ
の
血

を
引
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
パ
ー
ル
に

関
心
を
い
だ
い
た
と
い
う
。
七
〇
年
代
の
印
パ

紛
争
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
独
立
に
関
与
し
、

九
〇
年
代
は
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
の
実
態
を
暴
く
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
制
作
す
る
な
ど
、

「
行
動
す
る
論
客
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

シ
ラ
ク
大
統
領
派
遣
の
使
節
団
で
ア
フ
ガ
ン
を

訪
れ
た
際
、
カ
ル
ザ
イ
首
相
（
当
時
）
の
御
前

会
議
の
席
で
、
パ
ー
ル
殺
害
を
告
げ
ら
れ
た
。

　
そ
ん
な
経
歴
と
人
脈
を
活
か
し
、
こ
れ
ま
で

隠
さ
れ
て
い
た
真
実
が
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
く
。
イ
ン
ド
の
諜
報
機
関
や
ア
フ
ガ
ン
政

府
内
の
機
密
文
書
を
や
す
や
す
と
入
手
し
た
り
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
参
謀
総
長
の
意
見
を
直
接
聞
い

た
り
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
著
者
の
真
骨
頂
だ
。

　
カ
ラ
チ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ロ
ン
ド
ン
、
サ

ラ
エ
ボ
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
、

カ
ン
ダ
ハ
ル
、
ド
バ
イ
。
本
書
の
大
半
は
パ
ー

ル
と
、
主
犯
の
オ
マ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
の
足
取
り

を
追
う
の
に
費
や
さ
れ
る
が
、
将
来
は
国
会
議

員
か
も
と
嘱
望
さ
れ
た
英
国
生
ま
れ
の
オ
マ
ル

が
ボ
ス
ニ
ア
体
験
を
経
て
着
々
と
テ
ロ
リ
ス
ト

の
道
を
歩
ん
で
い
く
様
は
、
胸
が
詰
ま
る
。
そ

し
て
、
終
盤
に
浮
か
び
あ
が
る
オ
マ
ル
の
も
う

一
つ
の
顔
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
背
負
い
込
ん
だ
、

危
険
で
巨
大
な
闇
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
こ
れ
を

知
ろ
う
と
し
て
、
パ
ー
ル
は
殺
さ
れ
た
の
だ
！

　
本
書
は
独
自
の
「
調
査
報
告
小
説
」
と
い
う

凝
っ
た
手
法
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以

上
は
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
。
続
き
は
め
く
る
め
く

知
的
な
文
体
で
、
ど
う
ぞ
。（
評・丸
山　
純
）

ベ
ル
ナ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
レ
ヴ
ィ　
一
九
四
八

年
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
系
フ
ラ
ン

ス
人
。
主
な
著
書
に
『
フ
ラ
ン
ス
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
』『
危
険
な
純
粋
さ
』
な
ど
。

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
５
年
７
月
号
）

ジ
ハ
ー
ド
と
フ
ィ
ト
ナ

―
―
イ
ス
ラ
ム
精
神
の
戦
い

ジ
ル
・
ケ
ペ
ル
著
／
早
良
哲
夫
訳
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

　
国
内
テ
ロ
が
頻
発
す
る
イ
ラ
ク
と
ア
フ
ガ
ン
、

ハ
マ
ス
の
躍
進
で
先
が
見
え
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
、

イ
ラ
ン
の
核
開
発
や
ム
ハ
ン
マ
ド
風
刺
画
騒
ぎ

に
手
を
焼
く
欧
米
…
…
イ
ス
ラ
ー
ム
の
周
辺
か

ら
吹
き
荒
れ
る
嵐
が
、
相
変
わ
ら
ず
世
界
を
揺

さ
ぶ
り
、
な
ぜ
こ
ん
な
状
況
が
到
来
し
た
の
か
、

そ
し
て
解
決
の
道
は
な
い
の
か
と
、
誰
も
が
指

針
を
探
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
、
絶
好

の
本
が
出
た
。
書
名
に
あ
る
「
フ
ィ
ト
ナ
」
と

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
「
内
な
る
戦
い
」
の

意
味
。
外
部
の
不
信
心
者
と
戦
う
「
ジ
ハ
ー
ド

（
聖
戦
）」
と
は
対
極
に
あ
る
概
念
で
、
イ
ス

ラ
ー
ム
共
同
体
の
荒
廃
や
分
裂
を
招
く
。

　
本
書
は
こ
の
二
つ
の
概
念
を
基
軸
に
据
え
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
か
ら
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
テ

ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
そ
し
て
欧
州
が
か
か
え
る

移
民
問
題
ま
で
、
い
ま
世
界
が
直
面
し
て
い
る

困
難
な
状
況
を
、
近
代
化
と
信
仰
と
の
あ
い
だ

で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
模
索
す
る
イ
ス
ラ

ー
ム
の
精
神
史
と
い
う
観
点
か
ら
解
き
明
か
し

た
も
の
で
あ
る
。
九・
一
一
以
降
、
さ
ま
ざ
ま

な
本
を
読
ん
で
も
何
か
も
う
ひ
と
つ
わ
か
っ
た

と
い
う
気
が
し
な
か
っ
た
が
、
本
書
の
お
か
げ

で
、
原
理
主
義
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
思
想
が
世
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界
史
の
流
れ
を
大
き
く
動
か
し
て
い
っ
た
構
図

が
じ
つ
に
す
っ
き
り
と
納
得
で
き
た
。

　
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
で
、
本
書
の

あ
ち
こ
ち
に
欧
州
な
ら
で
は
の
視
点
が
活
か
さ

れ
て
い
る
。
ソ
連
崩
壊
後
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と

入
れ
替
わ
る
よ
う
に
欧
州
に
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理

主
義
が
浸
透
し
て
い
っ
た
過
程
な
ど
は
、
そ
の

典
型
だ
。
ま
た
、
終
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
欧

州
各
国
の
移
民
問
題
へ
の
地
道
な
取
り
組
み
ぶ

り
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。
す
で
に

欧
州
も
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
土
地
」
と
な
り
、
互

い
に
異
文
化
と
の
共
存
を
め
ざ
す
し
か
、
道
は

な
い
。
も
し
欧
州
の
対
話
が
失
敗
に
終
わ
れ
ば
、

世
界
は
確
実
に
ジ
ハ
ー
ド
主
義
者
が
暗
躍
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
フ
ィ
ト
ナ
に
陥
る
。

　
自
文
化
中
心
主
義
を
捨
て
る
べ
く
、
い
ま
人

類
は
世
界
史
の
分
岐
的
に
差
し
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。（
評・丸
山　
純
）

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
６
年
４
月
号
）

イ
ス
ラ
ム
に
負
け
た
米
国

宮
田
律
／	

朝
日
新
書

　
九・
一
一
か
ら
六
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る

の
に
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
終
わ
り
が
見
え
な
い
。

と
い
う
よ
り
、
勝
負
は
も
う
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
負
け
た
の
だ
。『
イ
ス
ラ
ム
に
負

け
た
米
国
』
と
書
名
に
は
っ
き
り
う
た
っ
た
本

書
を
読
ん
で
、
改
め
て
痛
切
に
そ
う
感
じ
た
。

　
日
本
で
は
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
い
が
、
ア
メ

リ
カ
は
各
地
で
手
詰
ま
り
の
状
態
に
陥
っ
て
い

る
。
本
書
の
冒
頭
に
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
軍
を
駐
留
さ
せ
て
い
る
イ
ラ
ク

や
ア
フ
ガ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
部

族
地
帯
問
題
や
イ
ラ
ン
の
核
疑
惑
、
パ
レ
ス
チ

ナ
内
紛
、
各
国
の
政
権
腐
敗
や
人
権
抑
圧
な
ど

の
政
治
的
な
面
で
も
解
決
の
道
が
見
え
な
い
。

　
そ
れ
だ
け
な
ら
「
負
け
た
」
と
は
言
え
な
い

が
、
ど
の
国
で
も
反
米
感
情
が
急
激
に
盛
り
上

が
り
、
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
に
共
感
す

る
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
問
題
だ
。
テ
ロ
リ

ス
ト
を
徹
底
的
に
抹
殺
す
る
と
い
う
力
の
論
理

が
、
逆
に
膨
大
な
テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
軍
を
生
み

出
し
て
し
ま
っ
た
。
本
書
に
よ
る
と
イ
ス
ラ
ー

ム
諸
国
で
は
若
年
層
の
割
合
が
高
く
、
二
十
歳

以
下
の
人
口
が
五
十
％
前
後
を
占
め
る
（
欧
米

や
日
本
で
は
二
十
五
％
ほ
ど
）。
宗
教
学
校
な

ど
で
過
激
思
想
に
触
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
憎
む
よ

う
に
な
っ
た
若
者
た
ち
相
手
に
、
今
後
も
終
わ

り
の
な
い
戦
い
を
挑
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
憎

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
本
書
は
そ
れ
を

歴
史
的
な
経
緯
と
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
政
治

体
制
の
な
か
に
見
て
い
く
。
な
か
で
も
重
要
な

の
が
、
歴
代
の
政
権
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
一
方
的

に
支
持
し
て
巨
額
の
援
助
を
続
け
、
大
義
な
き

パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
に
加
担
し
て
き
た
こ
と
だ
。

ユ
ダ
ヤ
ロ
ビ
ー
が
選
挙
の
当
落
を
握
る
限
り
、

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
解
決
は
今
後
も
あ
り
え
な

い
と
思
う
と
、
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
る
。

　
ま
た
、
冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
ソ
連
に

対
し
て
効
果
的
な
ら
、
腐
敗
し
た
政
権
で
あ
ろ

う
と
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
の
セ
ク
ト
で
あ
ろ

う
と
見
境
な
く
武
器
や
金
を
援
助
し
た
。
フ
セ

イ
ン
政
権
や
タ
リ
バ
ン
に
参
加
し
た
軍
閥
も
か

つ
て
は
ア
メ
リ
カ
の
盟
友
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
外
交
戦
略
が
相
手
の
民
族
性
や
文
化
を
尊
重

し
な
い
ご
都
合
主
義
と
二
重
基
準
で
成
り
立
っ

て
い
た
こ
と
が
、
ど
の
事
例
か
ら
も
覗
く
。
核

を
め
ぐ
っ
て
妥
協
点
の
見
い
だ
せ
な
い
対
イ
ラ

ン
関
係
の
現
状
も
、
ホ
メ
イ
ニ
革
命
の
前
後
や
、

一
九
五
三
年
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
モ
サ
デ
ク
政
権

転
覆
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
歴
史
を
見
つ
め
る

こ
と
で
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
で
き
た
。

　
新
書
と
い
う
制
約
で
議
論
が
尽
く
せ
な
い
部

分
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
綿
密
な
検
証
を
待
っ
て

い
た
ら
時
代
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
し
ま
う
。
断

片
的
な
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
一
覧
で
き
る
本

書
の
刊
行
は
、
時
機
を
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
対
立
は
根
深

く
、
冷
戦
以
上
に
長
く
続
く
可
能
性
が
高
い
。

日
米
同
盟
で
ア
メ
リ
カ
に
盲
従
す
る
の
は
、
危

険
だ
。
歴
史
的
な
し
が
ら
み
の
な
い
日
本
は
、

こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
か
ら
高
い
評
価
と

信
頼
を
受
け
て
き
た
。
両
者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

と
な
れ
る
素
地
が
あ
る
。（
評
・
丸
山　
純
）

　
み
や
た
・
お
さ
む　
一
九
五
五
年
山
梨
県
生
ま

れ
。
イ
ス
ラ
ム
政
治
史
・
国
際
政
治
学
を
専
攻
。

主
な
著
作
に『
中
東
情
勢
の
い
ま
を
読
む
』『
イ

ス
ラ
ム
超
過
激
派
』『
イ
ラ
ク
と
日
本
』
な
ど
。

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
７
年
10
月
号
）

イ
ラ
ク
は
食
べ
る

―
―
革
命
と
日
常
の
風
景酒

井
啓
子
著
／
岩
波
新
書

　
ま
だ
当
分
は
戦
争
状
態
が
続
き
そ
う
な
の
に
、

も
う
イ
ラ
ク
の
食
文
化
を
紹
介
す
る
本
が
出
た

の
か
と
驚
い
て
手
に
取
っ
た
が
、
米
英
の
イ
ラ

ク
侵
攻
前
に
本
欄
で
取
り
上
げ
た
『
イ
ラ
ク
と

ア
メ
リ
カ
』
を
書
い
た
酒
井
啓
子
が
著
者
だ
っ

た
こ
と
に
、
さ
ら
に
驚
い
た
。
と
こ
ろ
が
ペ
ー

ジ
を
繰
る
う
ち
に
、
本
書
は
食
文
化
と
い
う
庶

民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
視
点
か
ら
混
迷
す
る
現

在
の
イ
ラ
ク
情
勢
を
見
つ
め
よ
う
と
い
う
、
野

心
的
な
試
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

　
本
書
は
四
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
ま
ず
第

一
章
で
は
人
口
的
に
多
数
派
で
あ
る
南
部
の
シ

ー
ア
派
社
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
卓
越
し
た

影
響
力
を
持
つ
シ
ス
タ
ー
ニ
師
が
イ
ラ
ン
出
身

で
あ
る
こ
と
は
周
知
だ
が
、
自
派
の
民
兵
を
国

軍
や
警
察
に
採
用
さ
せ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
最

高
評
議
会
も
イ
ラ
ン
の
支
援
を
受
け
て
き
た
亡

命
政
党
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
生
え
抜
き
の
サ
ド
ル

派
と
民
兵
の
処
遇
を
巡
っ
て
激
し
く
対
立
し
て

い
る
と
い
う
、
現
在
の
構
図
が
じ
つ
に
よ
く
わ

か
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ー
ア
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
政
党
が
連
立
す
る
現
政
権
は
イ
ラ
ン
と
同

様
の
「
革
命
政
権
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
指

摘
も
、
す
ん
な
り
と
飲
み
込
め
た
。
イ
ラ
ン
の

宗
教
革
命
の
拡
散
を
恐
れ
て
フ
セ
イ
ン
政
権
に

て
こ
入
れ
し
、
後
に
そ
れ
を
自
ら
倒
し
た
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
、
な
ん
と
い
う
皮
肉
だ
ろ
う
。

　
第
二
章
で
は
、
少
数
派
に
転
じ
た
中
部
の
ス

ン
ナ
派
社
会
の
混
乱
ぶ
り
が
語
ら
れ
る
。
敬
虔

な
「
モ
ス
ク
の
街
」
だ
っ
た
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
が
、

猜
疑
心
に
か
ら
れ
た
米
軍
の
暴
走
か
ら
一
気
に

反
米
運
動
の
拠
点
と
な
り
、
武
装
勢
力
も
次
々

と
結
集
し
て
、
五
百
回
を
越
え
る
空
爆
を
受
け

た
。
も
と
も
と
イ
ラ
ク
で
は
宗
派
と
し
て
ま
と

ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
ス
ン
ナ
派
を
代

表
で
き
る
政
党
が
な
い
。
そ
こ
へ
入
り
込
む
の

が
外
国
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
旧
来
の
部
族
制

の
枠
組
み
で
、
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
ス
ン
ナ
派

地
域
の
未
来
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
。

　
第
三
章
で
は
、
政
局
運
営
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ド
を
握
り
、
西
欧
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
す
る
ク
ル
ド
人
居
住
区

の
繁
栄
と
影
を
落
と
す
少
数
民
族
問
題
が
、
続

く
第
四
章
で
は
外
国
の
軍
隊
の
駐
留
を
イ
ラ
ク

人
が
ど
う
迎
え
た
か
が
語
ら
れ
る
。
米
国
追
従

の
自
衛
隊
派
遣
で
、
七
〇
～
八
〇
年
代
に
日
本

の
民
間
企
業
が
イ
ラ
ク
で
築
き
あ
げ
て
き
た
高

い
信
頼
が
、
大
き
く
損
な
わ
れ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
政
治
状
況
の
分
析
に
織
り
込
ま
れ

る
の
が
、
イ
ラ
ク
の
郷
土
料
理
だ
。
戦
火
を
逃

れ
た
難
民
の
郷
愁
を
誘
う
チ
グ
リ
ス
川
の
焼
き
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魚
、
シ
ー
ア
派
の
祝
祭
で
振
る
舞
わ
れ
る
子
羊

の
オ
ー
ブ
ン
焼
き
、
神
が
天
か
ら
降
ら
せ
た
と

い
う
ク
ル
ド
の
激
甘
の
お
菓
子
、
旧
オ
ス
マ
ン

帝
国
領
に
広
ま
る
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
の
串
焼
肉
、

肉
団
子
や
米
を
名
字
に
し
た
イ
ラ
ク
版
幕
末
の

義
士
た
ち
…
…
。
単
な
る
狂
言
回
し
で
は
な
く
、

章
や
本
文
の
展
開
に
深
く
結
び
付
き
な
が
ら
食

文
化
が
登
場
す
る
。
終
章
の
「
ひ
っ
く
り
返
し

ご
飯
」
や
手
作
り
焼
き
菓
子
に
つ
い
て
の
語
り

に
は
、
イ
ラ
ク
へ
の
著
者
の
想
い
が
あ
ふ
れ
て

い
て
、
胸
を
打
た
れ
た
。（
評
・
丸
山　
純
）

さ
か
い　
け
い
こ
…
…
東
京
外
国
語
大
学
大
学

院
教
授
。
イ
ラ
ク
政
治
研
究
専
攻
。
主
な
著
書

に
『
イ
ラ
ク　

戦
争
と
占
領
』『
フ
セ
イ
ン
・

イ
ラ
ク
政
権
の
支
配
構
造
』
な
ど
。

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
８
年
７
月
号
）

戦
争
詐
欺
師

菅
原
出
著
／
講
談
社

　
イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
っ
て
ま
だ
六
年
に
し
か

な
ら
な
い
の
に
、
当
事
者
の
回
想
録
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
内
幕
も
の
が
ず
ら
り
と
書
店

に
並
ぶ
。
し
か
し
米
国
の
読
者
を
想
定
し
た
大

部
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
な
か
な
か
手

が
出
し
づ
ら
い
。
そ
こ
へ
、
日
本
人
に
よ
る
切

れ
味
鋭
い
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
登
場
し
た
。

　
こ
の
戦
争
は
謎
だ
ら
け
だ
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

率
い
る
国
際
テ
ロ
組
織
が
相
手
だ
っ
た
の
に
、

い
つ
の
間
に
か
す
べ
て
の
黒
幕
が
独
裁
者
フ
セ

イ
ン
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？　
な
い
は
ず
の

大
量
破
壊
兵
器
の
存
在
が
何
度
も
報
道
さ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
？　
侵
攻
に
消
極
的
だ
っ
た
パ
ウ

エ
ル
国
務
長
官
が
一
転
し
て
国
連
で
移
動
式
生

物
兵
器
工
場
と
い
う
怪
し
げ
な
情
報
を
開
示
し

た
の
は
な
ぜ
か
？　
占
領
政
策
が
く
る
く
る
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？　
こ
う
し
た

数
多
く
の
謎
や
疑
問
が
、
本
書
を
読
み
進
む
に

つ
れ
て
み
る
み
る
う
ち
に
氷
解
し
て
い
く
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
背
景

に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
内
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
内
部

抗
争
が
あ
る
。
最
初
か
ら
戦
争
が
し
た
か
っ
た

副
大
統
領
室
＋
国
防
総
省
＋
ネ
オ
コ
ン
と
、
地

域
の
力
の
均
衡
を
重
ん
じ
る
国
務
省
＋
Ｃ
Ｉ
Ａ

＋
軍
制
服
組
と
が
「
個
人
的
野
心
、
嫉
妬
心
や

思
い
込
み
、
組
織
同
士
の
対
抗
意
識
な
ど
」
の

き
わ
め
て
人
間
的
な
感
情
に
か
ら
れ
て
、
す
さ

ま
じ
い
情
報
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
こ
に
狡
猾

な
ロ
ビ
イ
ス
ト
や
ペ
テ
ン
師
が
群
が
り
、
マ
ス

コ
ミ
が
煽
り
立
て
て
、
一
貫
性
の
な
い
政
策
が

次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
結
果
と
な
っ
た
。

　
歴
史
と
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

な
の
か
と
思
わ
ず
感
慨
に
ふ
け
る
と
と
も
に
、

こ
ん
な
内
部
抗
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
イ
ラ
ク
の

民
衆
を
思
っ
て
、
怒
り
が
湧
い
て
く
る
。
と
同

時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は
違
っ
て
も
、
異
国
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
も
丹
念
に
自
身
の
立
場
や

過
ち
を
語
る
当
事
者
た
ち
の
公
正
さ
に
、
ア
メ

リ
カ
社
会
の
健
全
さ
を
見
る
思
い
が
し
た
。
人

類
史
の
う
え
で
も
重
要
な
ブ
ッ
シ
ュ
の
八
年
間

と
、
オ
バ
マ
が
今
回
選
ば
れ
た
意
味
を
深
く
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
本
だ
。（
評
・
丸
山　
純
）

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
９
年
７
月
号
）

う倒
壊
す
る
巨
塔
　
上
・
下

—
—

ア
ル
カ
イ
ダ
と
「
9
・
11
」
へ
の
道

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ラ
イ
ト
著
／
平
賀
秀
明
訳

白
水
社

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
九・
一
一
の
日

に
パ
キ
ス
タ
ン
の
山
奥
で
古
ぼ
け
た
テ
レ
ビ
を

見
つ
め
な
が
ら
感
じ
た
、
あ
の
や
る
せ
な
い
思

い
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
罪
の
な
い
市
民
に
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
む
ご
い
仕
打
ち
を
下
せ
た

の
か
。
そ
こ
ま
で
の
激
し
い
憎
し
み
は
ど
の
よ

う
に
し
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
の
か
。
そ
し
て
、
あ

ん
な
大
そ
れ
た
計
画
を
ど
う
や
っ
て
実
行
で
き

た
の
か
…
…
。
情
報
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
現
地
に

い
た
あ
い
だ
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
国
後
に
い
く
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
集
め
て
も
、
疑
問
は
解
け
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
、
本
書
を
読
ん
で
よ
う
や
く
、
す

と
ん
と
胸
に
落
ち
た
気
が
す
る
。

　
本
書
は
、
九・
一
一
に
至
る
ア
ル
カ
イ
ダ
の

軌
跡
と
、
そ
れ
を
追
う
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（
米
連
邦
捜
査

局
）
の
活
動
を
掘
り
起
こ
し
た
、
大
部
の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
著
者
は
作
家
・
脚
本
家
で
、

雑
誌
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
の
ス
タ
ッ
フ
ラ
イ

タ
ー
。
二
〇
〇
六
年
に
刊
行
後
、
ピ
ュ
ー
リ
ッ

ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
大
き
な
評
判
を
呼

び
、
邦
訳
の
刊
行
が
待
た
れ
て
い
た
。

　
一
九
九
六
年
、
ド
イ
ツ
の
米
軍
基
地
に
拘
束

さ
れ
た
ス
ー
ダ
ン
人
が
捜
査
官
に
初
め
て
ア
ル

カ
イ
ダ
な
る
謎
の
組
織
の
存
在
を
告
白
す
る
と

こ
ろ
か
ら
本
書
は
幕
を
開
け
る
。
ま
る
で
ミ
ス

テ
リ
ー
小
説
の
よ
う
な
展
開
だ
が
、
す
ぐ
さ
ま

時
代
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
一
九
四
八
年
に
エ
ジ

プ
ト
を
逃
れ
て
き
た
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
が
、

自
由
と
繁
栄
を
謳
歌
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
で
何

を
考
え
て
過
ご
し
た
の
か
が
描
か
れ
る
。
二
年

後
に
帰
国
し
た
ク
ト
ゥ
ブ
は
、
後
世
の
テ
ロ
リ

ス
ト
た
ち
が
常
に
規
範
と
す
る
独
自
の
反
近
代

過
激
思
想
を
打
ち
立
て
、
処
刑
さ
れ
る
。

　
続
い
て
語
ら
れ
る
の
が
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と

ザ
ワ
ヒ
リ
の
生
い
立
ち
か
ら
青
年
期
だ
。
裕
福

で
近
代
的
な
家
庭
で
育
っ
た
心
優
し
い
子
ど
も

た
ち
が
、
な
ぜ
過
激
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
に
走

っ
た
の
か
。
関
係
者
へ
の
丹
念
な
取
材
で
そ
れ

ぞ
れ
の
人
間
関
係
や
社
会
状
況
を
浮
き
彫
り
に

し
、
内
面
の
変
化
に
迫
っ
て
い
く
。
エ
ジ
プ
ト

の
革
命
に
固
執
す
る
ザ
ワ
ヒ
リ
を
配
し
た
こ
と

で
、
一
貫
し
て
反
米
を
掲
げ
続
け
た
ビ
ン
ラ
デ

ィ
ン
の
独
自
性
が
際
立
っ
た
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ

ン
侵
攻
時
代
に
義
勇
兵
と
し
て
出
会
っ
た
二
人

は
反
目
し
つ
つ
も
互
い
を
必
要
と
し
、
や
が
て

ひ
と
つ
の
国
際
テ
ロ
組
織
に
ま
と
ま
る
。

　
後
半
は
型
破
り
の
捜
査
官
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ニ

ー
ル
ら
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と
、
貴
重
な
諜
報
情
報
を
独

占
し
よ
う
と
す
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
の
、
息
詰
ま
る
対

立
の
物
語
と
な
る
。
も
し
両
者
が
縄
張
り
意
識

を
捨
て
て
協
力
す
れ
ば
、
あ
の
惨
劇
は
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
タ
リ
バ

ン
政
権
か
ら
も
見
放
さ
れ
て
い
た
ア
ル
カ
イ
ダ

は
じ
り
貧
に
向
か
い
、
今
世
紀
の
世
界
の
あ
り

方
は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
各
章
末
の
詳
細
な
注
釈
、
五
百
六
十
名
に
も

の
ぼ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
リ
ス
ト
、
各
国
に
い

る
多
数
の
協
力
者
、
膨
大
な
参
考
文
献
。
圧
倒

的
な
取
材
力
と
一
気
に
読
ま
せ
る
筆
力
に
、
ア

メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
真
価
を
見
た
。

そ
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
も
ま
た
人
間
な
の
だ
と

い
う
思
い
が
強
く
残
っ
た
。（
評・丸
山　
純
）

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ラ
イ
ト　
一
九
四
七
年
生
ま
れ
。

作
家
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
誌
ス
タ
ッ
フ
ラ
イ
タ

ー
。
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
映
画
『
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ロ
ー
」
の
原
作
・
脚
本
を
手
が
け
る
。

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
０
６
年
10
月
号
）

戦
場
の
掟

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
著
／
伏
見
威
蕃
訳

講
談
社

　
国
境
を
越
え
て
イ
ラ
ク
領
内
へ
と
進
む
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
車
列
。
要
人
を
乗
せ
て
バ
グ
ダ
ッ

ド
市
内
を
走
る
装
甲
リ
ム
ジ
ン
。
そ
の
護
衛
を

務
め
る
の
は
米
軍
で
は
な
く
、
民
間
の
警
備
会
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社
に
高
給
で
雇
わ
れ
た
傭
兵
た
ち
だ
。
地
雷
を

踏
ま
な
い
か
、
敵
に
遭
遇
し
な
い
か
、
ぎ
り
ぎ

り
の
緊
張
が
続
く
。
そ
ん
な
現
場
に
同
行
し
、

イ
ラ
ク
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
民
間
警

備
会
社
の
驚
く
べ
き
実
態
を
暴
き
出
し
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
著
者
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙

の
記
者
で
、
一
連
の
報
道
に
よ
っ
て
〇
八
年
度

の
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
世
界
最
強
の
米
軍
が
、
自
軍
の
警
護
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
軍
事
行
動
を
民
間
に
委
託
し
て

い
る
の
は
「
小
さ
な
戦
力
で
安
上
が
り
な
戦
争

を
」
と
す
る
戦
略
の
せ
い
で
あ
る
。
米
兵
三
万

人
に
対
し
て
、
傭
兵
は
二
万
人
と
も
七
万
五
千

人
と
も
言
わ
れ
る
が
、
傭
兵
は
何
人
死
ん
で
も

米
軍
の
死
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、
議
会

や
世
論
を
刺
激
し
な
い
で
す
む
。
日
本
企
業
が

近
年
こ
ぞ
っ
て
真
似
た
、
正
社
員
を
減
ら
し
て

非
正
規
社
員
に
置
き
換
え
た
の
と
同
じ
米
国
流

の
歪
ん
だ
合
理
性
が
、
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
。

　
傭
兵
の
大
半
が
社
会
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
た
元

軍
隊
経
験
者
で
、
暴
力
や
危
険
を
好
む
、
い
か

れ
た
荒
く
れ
男
ば
か
り
だ
。
彼
ら
に
は
イ
ラ
ク

の
法
律
も
、
米
国
法
や
国
際
法
も
適
用
さ
れ
な

い
た
め
、
面
白
半
分
に
一
般
の
イ
ラ
ク
市
民
を

殺
害
し
た
り
、
武
装
勢
力
と
み
な
し
て
い
き
な

り
発
砲
す
る
事
件
が
相
次
い
だ
。
激
し
い
反
米

感
情
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
も
当
然
だ
ろ
う
。

　
著
者
は
コ
ー
テ
と
い
う
元
大
学
生
の
快
活
な

傭
兵
と
親
し
く
な
る
が
、
父
の
危
篤
で
一
時
帰

国
す
る
間
に
、
コ
ー
テ
ら
の
チ
ー
ム
が
武
装
勢

力
に
拉
致
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
は
、
民
間

警
備
会
社
の
非
道
ぶ
り
を
告
発
す
る
一
方
で
、

コ
ー
テ
の
家
族
と
焦
燥
や
悲
嘆
を
共
有
し
た
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
個
人
の
領
域
を
自
在
に

往
復
し
て
、
ま
る
で
小
説
の
よ
う
に
読
め
る
迫

真
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
紡
ぎ
出
す
。
米
国
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
底
力
を
、
ま
た
も
や
見
せ
つ
け

ら
れ
た
思
い
が
す
る
。（
評
・
丸
山　
純
）

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
１
０
年
２
月
号
）

中
東
民
衆
革
命
の
真
実

―
―
エ
ジ
プ
ト
現
地
レ
ポ
ー
ト

田
原
牧
著
／
集
英
社
新
書

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
の
後
、
次

は
エ
ジ
プ
ト
か
と
世
界
が
注
視
す
る
な
か
、
中

東
問
題
の
専
門
家
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
絶
対
に
そ

れ
は
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
月

十
一
日
、
エ
ジ
プ
ト
を
三
十
年
支
配
し
て
き
た

ム
バ
ラ
ク
政
権
は
、
民
衆
の
力
で
倒
さ
れ
る
。

専
門
家
た
ち
の
予
測
は
な
ぜ
外
れ
た
の
か
。
い

っ
た
い
エ
ジ
プ
ト
に
何
が
起
き
た
の
か
…
…
。

　
震
災
と
原
発
事
故
の
せ
い
で
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
そ
ん
な
疑
問
を
そ
ろ
そ
ろ
解
決
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
本
書
に
出
会
っ
た
。

著
者
は
留
学
生
時
代
と
特
派
員
時
代
に
長
く
カ

イ
ロ
で
暮
ら
し
た
経
験
を
持
つ
、
新
聞
社
の
デ

ス
ク
。
急
変
す
る
事
態
を
座
視
で
き
ず
、
ム
バ

ラ
ク
辞
任
の
前
日
に
カ
イ
ロ
入
り
す
る
。

　
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
の
外
は
い
つ
も
の
日
常
生

活
が
続
い
て
い
る
の
に
、
広
場
に
入
る
と
ま
る

で
村
祭
り
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。

食
べ
物
を
売
る
屋
台
に
人
々
が
群
が
り
、
周
囲

に
は
テ
ン
ト
村
が
並
ぶ
。
ケ
ー
タ
イ
の
カ
メ
ラ

で
記
念
写
真
を
撮
る
若
者
。
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も

た
ち
。
ベ
ー
ル
で
髪
を
隠
し
た
普
通
の
女
性
や

十
字
架
を
下
げ
た
コ
プ
ト
教
徒
も
い
る
。

　
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
ネ
ッ
ト
上

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
つ
な
が
る
若
者
た
ち
だ
。

町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
が
あ
り
、

小
学
生
も
学
校
か
ら
カ
フ
ェ
に
直
行
す
る
と
い

う
の
に
は
驚
い
た
。
若
者
た
ち
は
欧
米
的
価
値

観
を
受
け
入
れ
、
ム
バ
ラ
ク
の
老
害
に
対
し
て

容
赦
が
な
い
。
最
後
の
十
年
は
失
政
が
目
立
っ

た
が
、
ア
ラ
ブ
世
界
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
の
地

位
を
回
復
し
、
二
百
億
ド
ル
も
の
借
金
を
帳
消

し
に
し
た
り
し
た
ム
バ
ラ
ク
に
花
道
を
用
意
し

て
や
り
た
い
と
思
う
旧
世
代
と
は
、
大
き
な
断

絶
が
あ
る
。
そ
ん
な
「
新
し
い
エ
ジ
プ
ト
人
」

が
全
国
か
ら
集
い
、「
タ
ハ
リ
ー
ル
共
和
国
」

を
打
ち
立
て
た
こ
と
自
体
が
非
エ
ジ
プ
ト
的
で
、

革
命
的
な
こ
と
だ
っ
た
。

　
新
世
代
を
裏
で
支
え
た
の
が
、
ム
ス
リ
ム
同

胞
団
や
共
産
党
な
ど
の
旧
来
の
勢
力
だ
。
デ
モ

の
最
前
線
で
体
を
張
っ
た
の
は
同
胞
団
青
年
部

だ
し
、
医
師
た
ち
は
救
護
所
に
詰
め
、
婦
人
部

は
炊
き
出
し
や
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
担
当
し
た
。

ま
さ
か
同
胞
団
と
一
緒
に
戦
う
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
と
、
労
組
メ
ン
バ
ー
は
苦
笑
す
る
。

こ
う
し
た
さ
り
げ
な
い
会
話
に
、
エ
ジ
プ
ト
で

の
豊
か
な
取
材
経
験
が
に
じ
み
出
る
。

　
市
井
の
声
を
拾
っ
た
前
半
に
続
き
、
本
書
の

後
半
で
は
、
な
ぜ
こ
の
民
革
命
が
成
し
遂
げ
ら

れ
た
の
か
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
さ
れ

る
。
為
政
者
、
民
衆
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
、

左
翼
、
軍
部
、
ア
ラ
ブ
諸
国
、
そ
し
て
米
国
と

い
っ
た
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
に
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
、
Ｉ
Ｔ
、
メ
デ
ィ
ア
、
ウ
ィ
キ
リ
ー

ク
ス
、
民
主
主
義
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
貧
困
や
失

業
、
弾
圧
な
ど
の
諸
問
題
が
複
雑
に
絡
む
。
そ

れ
ら
を
鮮
や
か
に
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
自
在

な
筆
致
に
、
ぞ
く
ぞ
く
さ
せ
ら
れ
た
。

　
最
近
で
は
、
軍
が
民
衆
に
銃
を
向
け
る
事
態

も
何
度
か
発
生
し
て
い
る
。
今
後
の
世
界
の
趨

勢
を
考
え
る
う
え
で
も
、
本
書
の
議
論
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
た
い
と
思
う
。（
評・丸
山　
純
）

た
は
ら
・
ま
き　
一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
東
京

新
聞
特
報
部
デ
ス
ク
。
同
志
社
大
学
一
神
教
学

際
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
。
主
な
著
書
に

『
ネ
オ
コ
ン
と
は
何
か
』『
ほ
っ
と
け
よ
。』

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
１
１
年
９
月
号
）

ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー

─
─
世
界
最
強
の
傭
兵
企
業

ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ス
ケ
イ
ヒ
ル
著

益
岡
賢
・
塩
山
花
子
訳
／
作
品
社

　
米
共
和
党
は
「
小
さ
な
政
府
」
を
標
榜
し
、

市
場
の
原
理
に
極
力
任
せ
る
と
い
う
政
策
を
と

る
。
つ
ま
り
民
営
化
の
推
進
だ
が
、
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
時
代
に
は
な
ん
と
戦
争
ま
で
が
大
幅
に
民

営
化
さ
れ
た
。
補
給
や
整
備
な
ど
の
後
方
支
援

だ
け
で
な
く
、
要
人
警
護
か
ら
最
前
線
で
の
戦

闘
ま
で
、
こ
れ
ま
で
正
規
の
米
兵
だ
け
が
担
っ

て
き
た
高
度
で
戦
略
的
な
役
割
を
民
間
の
軍
事

会
社
が
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
代
表
が
「
世
界
最
強
の
傭
兵
企
業
」
と

異
名
を
と
る
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
社
で
あ
る
。

九
七
年
に
元
特
殊
部
隊
員
の
エ
リ
ッ
ク
・
プ
リ

ン
ス
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
若
い
会
社
だ
が
、

九・
一
一
後
の
特
需
で
政
権
に
深
く
食
い
込
み
、

み
る
み
る
う
ち
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
た
。
本

書
は
同
社
を
め
ぐ
る
米
国
の
暗
部
を
徹
底
的
に

暴
き
出
し
た
五
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
迫
真
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の

年
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　
戦
争
民
営
化
の
扉
を
開
け
た
の
は
、
ブ
ッ
シ

ュ
父
の
政
権
で
国
防
長
官
だ
っ
た
チ
ェ
イ
ニ
ー

だ
と
い
う
。
軍
事
費
を
百
億
ド
ル
削
り
、
兵
数

も
二
百
二
十
万
か
ら
百
六
十
万
へ
と
減
ら
し
た
。

そ
の
穴
を
埋
め
た
の
が
後
に
チ
ェ
イ
ニ
ー
が
経

営
者
と
な
る
ハ
リ
バ
ー
ト
ン
社
で
、
湾
岸
戦
争

と
イ
ラ
ク
戦
争
で
巨
額
の
利
益
を
得
た
。
国
を

売
る
と
は
、
ま
さ
に
こ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
軍
事
費
の
削
減
で
、
軍
は
戦
闘
訓
練
施
設
の

不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。
プ
リ
ン
ス
は
こ
こ
に
目

を
付
け
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
広
大
な
訓

練
場
を
建
設
し
て
、
米
軍
の
み
な
ら
ず
、
各
国
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の
兵
士
や
警
察
官
の
訓
練
業
務
を
始
め
る
。
さ

ら
に
退
役
し
た
特
殊
部
隊
員
を
破
格
の
高
給
で

雇
い
、
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ラ
ク
に
派
遣
す
る
傭
兵

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
た
。
当
初
は
い
か
な
る
犯

罪
行
為
が
あ
っ
て
も
民
間
派
遣
要
員
は
罪
に
問

わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
勘
違
い

し
た
イ
ラ
ク
の
市
民
多
数
を
無
差
別
発
砲
で
殺

戮
す
る
不
祥
事
も
起
こ
り
、
米
国
へ
の
憎
悪
を

か
き
た
て
た
。
当
時
の
政
権
中
枢
が
超
保
守
的

な
キ
リ
ス
ト
教
右
派
で
占
め
ら
れ
、
プ
リ
ン
ス

も
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
殲
滅
す
る
十
字
軍

と
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
た
の
も
、
傭
兵
た
ち

が
傍
若
無
人
に
振
る
舞
っ
た
遠
因
だ
ろ
う
。

　
〇
五
年
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が
米

国
南
東
部
を
襲
っ
た
際
、
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
は
い
ち
早
く
現
地
入
り
し
、
重
武
装
で
パ
ト

ロ
ー
ル
に
あ
た
る
な
ど
し
て
災
害
時
の
治
安
維

持
能
力
を
国
内
で
誇
示
し
た
。
ま
た
Ｃ
Ｉ
Ａ
の

元
高
官
を
社
内
に
迎
え
入
れ
、
そ
の
広
範
な
人

脈
を
活
か
し
て
諜
報
情
報
を
国
内
の
主
要
企
業

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
て
い
る
。
た
び

重
な
る
不
祥
事
で
ア
カ
デ
ミ
社
と
改
名
し
た
が
、

傘
下
の
チ
ー
ム
は
日
本
の
青
森
に
あ
る
米
軍
施

設
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
、
シ
リ
ア
・
ト
ル
コ
国

境
な
ど
で
警
備
に
あ
た
っ
た
り
、
軍
事
訓
練
を

施
し
た
り
す
る
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

　
も
は
や
米
国
は
民
間
軍
事
会
社
抜
き
で
は
戦

争
が
遂
行
で
き
な
い
。
軍
産
複
合
体
と
政
官
が

癒
着
し
、
国
民
の
目
も
届
か
な
い
。
世
界
の
安

全
保
障
を
こ
ん
な
国
が
握
っ
て
い
る
の
か
と
思

う
と
、
空
恐
ろ
し
く
な
る
。（
評・丸
山　
純
）

じ
ぇ
れ
み
ー
・
す
け
い
ひ
る　
一
九
七
四
年
生

ま
れ
。
調
査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
ニ
ュ
ー

ス
番
組
な
ど
で
米
国
の
暗
部
を
告
発
。
邦
訳
に

『
ア
メ
リ
カ
の
卑
劣
な
戦
争
』
が
あ
る
。

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
１
５
年
２
月
号
）

イ
ス
ラ
ム
国
と
は
何
か

常
岡
浩
介
・
高
世
仁
著
／
旬
報
社

　
今
年
に
な
っ
て
パ
リ
の
新
聞
社
襲
撃
と
「
イ

ス
ラ
ム
国
」
に
よ
る
日
本
人
人
質
殺
害
事
件
が

相
次
ぎ
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
ム
ス
リ
ム
の
友
人
・

知
人
た
ち
が
い
る
私
は
毎
日
い
た
た
ま
れ
な
い

気
持
ち
で
過
ご
し
て
き
た
。
中
東
情
勢
は
ど
う

な
る
の
か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と
今
後
ど
う
付
き
合

っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
多
く
の
本
を
手
に
し

て
み
た
が
、
な
か
で
も
も
っ
と
も
印
象
深
い
の

が
、
昨
秋
、
学
生
の
渡
航
に
関
与
し
た
と
し
て

私
戦
予
備
陰
謀
罪
の
被
疑
者
扱
い
さ
れ
た
常
岡

浩
介
が
語
る
『
イ
ス
ラ
ム
国
と
は
何
か
』
だ
。

　

こ
の
本
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
、
閉
ざ
さ
れ

た
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
支
配
地
域
に
三
度
も
入

り
込
ん
で
実
際
に
現
場
を
見
て
き
た
点
に
あ
る
。

な
ま
な
ま
し
い
国
境
越
え
の
模
様
か
ら
占
領
下

で
営
ま
れ
る
市
民
生
活
、
外
国
人
義
勇
兵
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
、
裁
判
に
通
訳
が
必
要
な
の
で
連

絡
し
て
く
れ
と
電
話
を
か
け
て
く
る
司
令
官
な

ど
、
そ
の
体
験
談
は
圧
倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
と

説
得
力
を
も
っ
て
迫
っ
て
く
る
。
蛮
行
を
繰
り

返
す
狂
信
的
な
集
団
だ
と
決
め
つ
け
ず
に
、
彼

ら
も
ま
た
生
身
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
市
民
の

立
場
か
ら
見
つ
め
る
。
こ
れ
こ
そ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
現
場
に
足
を
運
ぶ
意
味
で
あ
り
、
日
本

語
で
現
地
の
実
情
を
知
っ
て
自
分
で
判
断
で
き

る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　
本
書
は
書
き
下
ろ
し
作
品
で	ﾍ
な
く
、
映
像

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
高
世
仁
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
高
世
の
話
の
進

め
方
が
じ
つ
に
巧
み
で
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
ム

ス
リ
ム
で
あ
る
常
岡
に
素
朴
な
疑
問
を
次
々
と

ぶ
つ
け
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
基
礎
知
識
や
ム
ス
リ

ム
の
心
情
を
説
明
さ
せ
た
り
、
欧
米
メ
デ
ィ
ア

の
常
識
的
な
解
釈
を
わ
ざ
と
並
べ
て
、「
イ
ス

ラ
ム
国
」
は
軍
隊
と
し
て
は
弱
い
の
に
反
政
府

勢
力
か
ら
漁
夫
の
利
で
領
土
を
か
す
め
と
っ
て

広
げ
て
い
る
だ
け
と
い
っ
た
、
常
岡
独
自
の
分

析
を
多
く
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
終
盤
で
「
現
状
を
招
い
た
責
任
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」
と
問
う
高
世
に
、
ひ
と
し
き
り
九
・

一
一
以
降
の
米
国
の
失
敗
を
挙
げ
て
き
た
常
岡

は
「
残
念
で
す
が
、
も
う
遅
い
。
こ
の
流
れ
を

す
ぐ
に
変
え
る
の
は
無
理
で
し
ょ
う
」
と
漏
ら

す
。
ジ
ハ
ー
ド
主
義
は
武
力
で
撲
滅
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
叩
こ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
米

国
へ
の
憎
悪
が
つ
の
っ
て
テ
ロ
が
拡
散
す
る
。

ア
ラ
ブ
の
春
が
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
台
頭
へ
と

つ
な
が
り
、
米
国
を
さ
ら
な
る
泥
沼
の
消
耗
戦

へ
と
引
き
込
む
と
は
な
ん
と
い
う
皮
肉
だ
ろ
う
。

　
今
後
し
ば
ら
く
世
界
が
迎
え
る
暗
い
時
代
に

向
け
て
、
ひ
と
つ
の
希
望
が
「
中
東
で
特
別

に
好
か
れ
て
い
る
日
本
」
だ
と
常
岡
は
言
う
。

二
〇
一
二
年
、
同
志
社
大
学
の
招
き
で
タ
リ
バ

ン
と
カ
ル
ザ
イ
政
権
の
大
臣
が
同
席
し
て
対
話

の
機
会
を
持
っ
た
。
平
和
主
義
を
貫
き
、
ど
ち

ら	ﾌ

敵
に
も
な
ら
ず
に
信
頼
を
得
て
き
た
日
本

な
ら
で
は
の
国
際
貢
献
へ
の
道
が
こ
こ
に
あ
る
。 　

な
お
、
本
書
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
内

藤
正
典
の
『
イ
ス
ラ
ム
戦
争
』
を
挙
げ
て
お
き

た
い
。
移
民
問
題
や
こ
の
同
志
社
大
学
の
試
み

な
ど
を
通
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
理
解
と
対

話
の
可
能
性
を
探
る
。（
評
・
丸
山　
純
）

つ
ね
お
か
・
こ
う
す
け　
一
九
六
九
年
長
崎
県

生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
、
イ
ラ
ク
な
ど
を
取

材
。
著
書
に
『
ロ
シ
ア	

語
ら
れ
な
い
戦
争
』

（
月
刊
『
望
星
』
２
０
１
５
年
４
月
号
）


